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本日の話題

１．避難所をテーマにした理由

２．イタリア・台湾の避難所と日本との違い

３．スフィア基準

４．避難所運営ガイドライン

５．地域防災計画

６．避難所としてのオフィスビルの検討
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１．避難所をテーマにした理由

日本全国で同じ問題が繰り返されている

◦ インフラギャップや耐震対策についての懸念

◦ 廃棄物処理と災害対策について

◦ 地震被災地の建物構造と対策

◦ 自然災害と医療体制

◦ 災害時の施設管理と防災対策

◦ 防災対策と避難所のクオリティ

◦ 避難所の心理配慮性と安全対策
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２．イタリア・台湾の避難所と日本の違い

イタリアの避難所
◦ ボランティア（およそ３０万人・国が金銭的支援）による避難所の設置や運営

◦ 家族ごとに入れるテント（屋外に設置、ベッド６台）、トイレ・シャワー

◦ テントやトイレなど必要な資材は、国が中心となって全国の拠点に整備し、すぐに持ち出せる状態で保管

◦ 訓練を受けたシェフによる食事の準備

台湾の避難所
◦ 支援グループと行政の連携

◦ 屋内（体育館）に簡易間仕切りを設置

◦ 被災者の支援を行う団体には寄付が集まり、団体はそのお金で資材や人材を確保

日本
◦ 避難所は地域の自治会と自治体運営（ともに被災者）

◦ 手弁当のボランティアや自衛隊による支援

◦ 体育館、自治会館など
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参考：
NHK防災“快適な避難所”の迅速な開設を目指して（2024年10月31日放送）
FM戦略企画研究部会主催 榛沢和彦氏講演「避難所運営の在り方：能登半島地震からの教訓
国際協力NGOワールド・ビジョン・ジャパンWebサイト



３．スフィア基準
「人道憲章と人道対応に関する最低基準」

・1997年にNGOグループと国際赤十字・赤新月運動が開始したスフィアプロジェクトにて、策定された

・紛争や災害の被害者が尊厳のある生活を送ることを目的に定められた基準

・「人道憲章」は、国際人権法、国際人道法、難民法及び人道活動に関連した国際的な法的文書を土台として作成されており、この「人道憲章」をもとに「人道対応に
関する最低基準」が定められている。

・スフィア基準では、「人道憲章」、「権利保護の原則」、「コア基準」（全てのスフィア基準に共有される必須のプロジェクト基準）とともに、「人間の存続のために必要不
可欠な４つの要素：（1）給水、衛生、衛生促進、（2）食糧の確保と栄養、（3）シェルター、居留地、非食糧物資、（4）保健活動」の分野における最低基
準が定められている。

・「人間の存続のために必要不可欠な４つの要素」に関する章では、人間が生命を維持するために必要最小限な水の供給量、食糧の栄養価、居留地内のトイレの設
置基準や数、また避難所の一人あたりの最小面積や保健サービスの概要などが具体的に紹介されている。

・これらの基準は比較的高い水準で定められている。そうすることで、紛争や災害時などの緊急時において、支援を必要とする人々が高い水準の援助を受けられるように
することを目的としている。

・同じような基準は、UNHCR緊急対応ハンドブックでも紹介されており、多くの国連機関、国際機関及びNGOは、これらの基準を参考にしながら緊急人道援助活動を
行っている。

・スフィア基準は、紛争や災害などの緊急時において、支援を受ける人々の苦痛を軽減するために実行可能なあらゆる手段が尽くされ、人間としての尊厳をもって生活を
送るために役立っている

2025/1/21参考：内閣府ホームページ
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居住スペースの基本指標について
（スフィア基準）

• 1 人あたり最低 3.5m2 の居住スペース（調理スペース、入浴区域、衛生設備を除く）

◦ 寒冷気候または都市部において、調理スペースと入浴および／または衛生設備が居住スペース内に設置される場
合、1 人あたり、最低 4.5 ～ 5.5m2

• 内部天井高の最高点が、少なくとも 2m（高温気候の場合、2.6m）
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避難所スペースに関する正しい文言とは
スフィア基準の数字を守るべき？

これらの施設（避難所となる小中学校や公民館など）は、災害時の緊急避難に対応するために設計された

ものではありません。結果として、居住空間の狭さやプライバシーの欠如、トイレの数や清掃状況、食

料や水の供給体制の不備など、さまざまな課題が浮き彫りになっています。

避難所のスペースに関する正しい文言は「人びとは安全および適切であり、尊厳をもって家庭生活

や生計を立てるために必要不可欠な活動を行なうことができる居住スペースへのアクセスを有して

いる」であり、3.5 m2 は基準達成に向けた指標の1 つです。

従業員や地域住民の声も取り入れ、気づかなかった点があればそれを補完するだけでも、尊厳ある生活を

支える重要な避難拠点が実現できます。
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ジャフマジャーナル2024年秋号 連載：防災・減災 「スフィア基準を活用し、より快適な避難所を実現しよう」
（特定非営利活動法人日本ファーストエイドソサェティ 代表理事スフィアトレーナー 岡野谷 純）より
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４．「避難所運営ガイドライン」
内閣府防災担当平成28年4月

はじめに～避難者の健康を維持するために

「避難所の質の向上」を目指す

阪神・淡路大震災では、約 31 万人が避難所生活をした。東日本
大震災では、岩手、宮城、 福島の３県で約 41 万人、全国合計で
は約 47 万人が避難所生活をした。阪神・淡路大震災で は避難所
閉鎖までに 6 カ月を要し、東日本大震災では、避難所閉鎖まで岩
手県で 7 カ月、宮城県で 9 カ月を要した。原発事故で福島県双葉
町の住民が避難した埼玉県加須市の避難所の 閉鎖は2年9 カ月後
だった。 

ひとたび災害が起こると、避難所は「住まいを失い、地域での生活を
失った被災者の拠り 所」となり、また「在宅で不自由な暮らしを送る被
災者の支援拠点」となる。しかし、東日 本大震災では、避難所におけ
る「生活の質」には課題が多く、水、食料、トイレ等は不十分 で、暖
房は限定的であり、狭い空間での生活によって、多くの避難者が体調
を崩す恐れと隣 り合わせの生活であった。

実施すべき対応（19 の項目）業務の

チェックリスト
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参考となる情報

避難所モデルプラン（一般社団法人 東京都建築士事務所協会）

建築士の視点から、学校を避難所としたモデルプランを作成。世帯に応じた住居スペースのモデルや必要

なチェック項目について細かく網羅的に作られている

避難所の衛生対策（一般財団法人 日本環境衛生センター）

土足の禁止（外部やトイレで付着した汚物や吐瀉物が、避難スペースに持ち込まれないように）

清潔なトイレの維持（発災後すぐに設置、50人に1つ、清掃・消毒当番を決める、1時間に1回の頻度

で清掃）
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https://www.taaf.or.jp/hinanjo/
https://www.jesc.or.jp/activity/tabid/361/Default.aspx


５．地域防災計画

川崎市中原区

◦ 企業連携

◦ 避難所運営会議への女性委員の積極的な参画

◦ 10階建て以上の高層マンションでは、「防災整備スペース」と「防災対応トイレの設置」を推進・誘導

横浜市

◦ 自治会と行政の連携

◦ トイレの管理は地域防災拠点運営委員会が行う

◦ 民間との協力（キリンビール横浜工場による飲料水の供給）

浦安市

◦ 災害コールセンターを沖縄県に設置
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当部会で検討するには？

部会員の中に避難経験者がいないため、地域の避難所を検討するのは難しいのではないか

一般の避難所を考える際、人口密度や住民同士のつながり方など、地域の特徴によって違いが出てくる

企業・組織のファシリティマネジャーとして、帰宅困難になった社員の避難所としてのオフィスビルを検討しては

どうか
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６．避難所としてのオフィスビルの
検討

帰宅困難者が３～５日、オフィスで過ごすことを想定し、避難所となるオフィスに対し、企業のファシリティマ

ネジャーが準備しておくことを考える

❶自社ビル（自社のみが入居していて、ファシリティマネジャーが全館を把握し差配できる）

❷賃貸ビル（賃貸ビルに入居していて、他の入居者との連携・調整が必要になる）

❸複合ビル（事務所のみならず店舗があり、一般客の出入りがある）
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あるオフィスビルでの避難訓練

都内にある自社ビル 7階建 延べ床面積 約26000m2

訓練参加者 リスクマネジメント、総務、役員など12名

訓練内容 ６月の中頃、17時30分開始 トイレ設置・備蓄品配布などを行い、オフィスで一泊した

所感 空調をとめたが２時間で我慢ができなくなり稼働させた（窓を開けると虫が入ってくる）

非常用発電機はあるが、どう使うかが問題

会議室に薄いマットを敷いたが、硬くて寝にくい → 出勤している人数が宿泊するのは難しそう

簡易トイレの使い方の説明は必要

実際にやってみなければわからない。（訓練は必要）
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オフィスの防災：内閣府

１．パソコンの転倒防止とデータのバックアップ

２．避難経路の確保

３．オフィス家具の固定

４．危険物の安全確認と消火器の準備
消火栓やスプリンクラーの破損に備え、初期消火のための消火器の設

置と訓練

５．非常用物品や救出用資器材等の備蓄
飲料水3L/人・日、食料3日分、毛布等、

医療品・担架、工具等

６．帰宅困難者対策
待機後の帰宅に備え、簡易食糧・運動靴の準備、帰宅経路の確認

７．任務分担の決定

８．情報収集・伝達方法の確認
伝達機器類は日常業務でも使用して使い慣れておく

９．安否確認方法の検討

10．防災教育・防災訓練の実施
定期的に実施、共同ビルの場合は管理会社とテナントで防災計画等に
ついての情報交換や役割分担をしておく

11．周辺企業や地域住民との連携
業種・地域・オフィスや建物の規模、テナントや自社ビルの違いなど、状
況に応じて必要な対策を講じる
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https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h24/68/special_01.html
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品質評価の7つの視点

安全性・
信頼性

快適性・
機能性

耐用性・
保全性

環境保全
性

社会性・
品格性

多様性

心理配慮
性

『公式ガイド ファシリティマネジメント』の分類とは異なります。



ファシリティの品質について
一緒に考えませんか？
毎月第二土曜日の午後 １４時～１７時

１７時から１８時までは、有志で雑談

ZOOMを利用（仙台・東京・埼玉・神奈川・千葉・大阪・名古屋）

例年９月頃、１泊で合宿（大阪・仙台・名古屋・福井などで見学会
および学習会を開催）。コロナ禍だった2020年、2021年はZOOM
で各々の考えを発表する会に

部会員がそれぞれの立場で考え、発言し、学び合う部会

当部会紹介のページ（YouTube）

参加ご希望の方は、ＪＦＭＡ事務局にご連絡ください

18

https://youtu.be/4nfxSNHcR0I?si=TUNOEXw1roGvwOT8


品質評価手法研究部会
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